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平
成
二
十
四
年
深
谷
市
議
会
第
四
回
定
例
会
が
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
二

十
四
件
、
議
員
提
出
議
案
一
件
、
請
願
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
の
中
の
市
営
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
六
十
五
歳
以
上
及
び
高
校
生
以
下
の
使
用
料
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
四
月
一
日
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
尚
、
グ
ラ
ン
ド

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
市
議
団
が
一
般
質
問
（
清
水
お
さ
む
議
員
・
平
成
二
十
三
年
十
二
月
議
会
、
清
水
む
つ
み
議
員
・

平
成
二
十
四
年
六
月
議
会
）
で
引
き
下
げ
を
求
め
て
い
た
も
の
で
す
。
請
願
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
深
谷
市
委
員
会
よ
り
千
四

百
四
十
三
名
の
賛
同
者
の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「
原
発
ゼ
ロ
を
た
だ
ち
に
求
め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願
」
が
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
、
深
谷
市
議
会
と
し
て
、
原
発
ゼ
ロ
を
た
だ
ち
に
求
め
る
意
見
書
を
日
本
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
深
谷
市
平
和

委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
危
険
な
米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願
」

は
賛
成
少
数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

清
水
お
さ
む
議
員

問　

旧
深
谷
市
内
に
は
、
一
定
の
間
隔
で
身
近
な
市
民
公
園
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
川
本
に
は
身
近
な
公
園
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公

園
を
設
置
し
て
市
民
に
憩
い
の
場
を
。

答　

川
本
へ
の
公
園
設
置
は
、
緑
の
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
市
街
化
調
整
区
域
な
の
で
具
体
的
な
土
地
利
用
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
は
種
々
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
共

用
地
の
新
規
取
得
も
困
難
な
こ
と
か
ら
、
公
共
用
地
の
未
利
用
地

を
利
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
策
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
多

方
面
か
ら
研
究
・
検
討
を
す
す
め
て
い
く
。

問　

土
・
日
・
祝
日
に
お
け
る
雨
の
日
な
ど
、
子
ど
も(

幼
児)

が
退
屈
し
て
し
ま
い
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
時
間
を
過
ご
し
て
い
る

の
が
現
状
だ
が
、
何
か
と
お
金
も
使
っ
て
し
ま
う
。
市
の
施
設
を

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
提
供
で
き
な
い
か
。

答　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
土
曜
日
に
施
設
を
開
放
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
民
館
は
、
全
館
で
は
な
い
が
児
童
室
が
備
わ
っ
て

お
り
、
土
・
日
・
祝
日
に
利
用
で
き
る
。
さ
ら
な
る
施
設
の
開
放
は
、

施
設
の
目
的
や
用
途
、
人
員
配
置
な
ど
の
問
題
が
あ
り
困
難
で
あ

る
。
現
行
の
通
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
、
も
く
せ

い
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

見
解　

川
本
の
公
民
館
や
も
く
せ
い
館
は
、
雨
の
日
に
子
ど
も
が

遊
べ
る
よ
う
な
部
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
北
の
保
育
園
の
み
で
南
保
育
園
に
は
な
く
、
し
か
も
開

放
は
土
曜
日
に
限
ら
れ
て
お
り
、
川
本
で
は
、
土
・
日
・
祝
日
に

お
け
る
雨
の
日
な
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

実
情
で
す
。

問　

補
助
金
見
直
し
方
針
の
基
本
原
則
で
「
特
定
の
団
体
に
限
定

せ
ず
、
よ
り
多
く
の
団
体
に
参
入
の
機
会
を
与
え
る
」
と
い
っ
て

い
る
が
、
見
直
し
に
よ
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
団
体
の
参
入
が
あ
っ
た

の
か
。

答　

見
直
し
て
日
が
浅
い
た
め
、
団
体
の
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　

新
し
く
参
入
し
た
団
体
が
な
い
と
す
れ
ば
、
今
回
の
見
直
し

は
補
助
金
削
減
先
に
あ
り
き
で
行
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

補
助
金
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
団
体
は
、
市
行
政
の
代
行

や
補
完
等
の
機
能
を
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
補
助
金
の
復
活
を
。

答　

次
回
の
補
助
金
見
直
し
の
際
、
今
回
の
見
直
し
の
影
響
や
成

果
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。

Ｑ　

川
本
地
域
へ
の
公
園
の
設
置
を

Ａ　

調
整
区
域
な
の
で
、

　

多
方
面
か
ら
研
究

・
検
討
を
進
め
る
。

補
助
金
の
復
活
を

雨
の
日
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
を

問問

問問答 答

答答

見
解



(2)

一
般
質
問

一
般
質
問

問　

減
り
続
け
る
農
業
後
継
者
、
安

定
し
な
い
農
産
物
の
価
格
い
ま
、
価

格
保
障
・
所
得
補
償
は
急
務
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
も
個
別
価
格

保
障
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
減
反
分

の
保
証
で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
深
谷

市
独
自
で
価
格
保
障
・
所
得
補
償
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
と
す

る
こ
と
は
予
算
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
市
独
自
で
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

問　

認
可
保
育
園
の
保
育
料
は
保
護
者
の
所
得
（
税
）
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
無
認
可
保
育
室
の
保
育
料
は
ど
ん
な
に
所
得
が
低

く
て
も
一
律
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
無
認
可

保
育
室
の
保
護
者
に
対
し
、
所
得
（
税
）
に
よ
っ
て
補
助
を
お
こ

な
え
な
い
か
。

答　

家
庭
保
育
室
に
入
所
す
る
児
童
保
護
者
へ
の
保
育
料
補
助
の

拡
充
は
、
待
機
児
童
対
策
の
一
環
と
し
て
、
検
討
す
る
。

問　

事
業
の
見
直
し
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
人
権
政
策
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答　

事
業
の
見
直
し
は
計
画
ど
お
り
で
す
。
今
後
の
人
権
政
策
に

つ
い
て
は
新
た
な
人
権
施
策
推
進
指
針
を
策
定
し
お
た
が
い
の
人

権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

問　

新
た
な
補
助
金
交
付
要
綱
を
作
る
の
か

答　

新
た
に
交
付
要
綱
は
作
ら
な
い
。
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清
水
む
つ
み
議
員

福島第一原子力発電所の事故は、いまだに収束せず、放射

能被害は福島県をはじめ国民に甚大な影響を与え続けてい

る。

　全国で原発ゼロの声が広がり、政府ですら「国民の過半

数が原発に依存しない社会を望む」と認めざるを得なくなっ

ている。政府の意見公募では８割が原発ゼロを望んでいる。

　政府は、「２０３０年代に原発稼働ゼロを可能とするよう、

あらゆる政策資源を投入する」などとしているが、あまり

に遅すぎる。さらに、新たな核燃料をつくる再処理事業を

続けようとし、「安全性が確認された原発は、これを重要電

源として活用する」などとしている。これでは、原発ゼロ

の世論に背を向け、その実現を先送りし、当面は原発に固

執する立場だと言わなければならない。原発ゼロの民意に

こたえ、即時原発ゼロを実現すべきである。

　以上をふまえて、日本政府がすべての原発からただちに

撤退する決断を行うことを強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。

　平成２４年１２月１４日

　　　　　　　　深谷市議会議長　　小森　秀夫

　

原
発
推
進
勢
力
は
、「
原
発
を
な

く
す
と
経
済
が
衰
退
す
る
」
と
い
い

ま
す
が
、
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
素
晴
ら
し
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・

小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
す
べ
て

を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
潜
在
量
は
、

原
発
の
総
発
電
量
の
４
０
倍
も
あ

り
、
雇
用
効
果
は
原
発
の
１
３
倍
も

あ
る
と
い
わ
れ
、
地
域
か
ら
持
続
可

能
な
日
本
経
済
の
成
長
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
市
議

会
が
、「
原
発
ゼ
ロ
を
た
だ
ち
に
求

め
る
」
請
願
を
採
択
し
、
政
府
に
対

し
て
、「
す
べ
て
の
原
発
か
ら
た
だ

ち
に
撤
退
す
る
決
断
を
行
う
こ
と
を

求
め
る
」
意
見
書
を
提
出
し
た
こ
と

は
、
深
谷
市
は
も
と
よ
り
全
国
的
に

大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
す
。

清水　修 ○

清水　睦 ○

仲田　稔 ○

柴崎　重雄 ○

馬場　茂 ○

為谷　剛 ○

吉田幸太郎 ○

清水　健一 ○

倉上　由郎 ○

新井　清 ○

松本　政義 ○

須藤　邦男 ○

三田部　恒明 ×

中矢　寿子 ×

五間　くみ子 ×

高田　博之 ○

永田　勝彦 ○

武井　伸一 ○

田島　信吉 ×

田嶋　均 ×

村川　徳浩 ×

加藤　温子 ○

加藤　利江 ○

無会派 石川　克正 ×

深谷志民の会

日本共産党

深和会

公明党

深谷クラブ

彩新連合

原発請願賛否

（敬称略）

※村川議員は、継続審査を主張して反対

しました。

原発ゼロをただちに求める意見書

市
議
会
が
意
見
書
を
提
出

Ｑ　

深
谷
市
独
自
で
農
家
に
対
し

　

価
格
保
障

・
所
得
補
償
を
行
え
な
い
か

Ａ　

市
独
自
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
の
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
基
本
方
針
に
つ
い
て

無
認
可
保
育
室
の
保
育
料
の
補
助
を

問

問

答

答答 問問答


